
令和７年度 

第１回学校運営協議会 議事録 

 

○期 日：令和７年４月 24日（木） 

○時 間：10時 30分 ～ 11時 45分 

○場 所：プレイルーム 

○出席者：学校運営協議会委員８名  Ａ委員（教育関係者） 

                  Ｂ委員（社会福祉関係者） 

                  Ｃ委員（地域関係者） 

                  Ｄ委員（地域振興関係者） 

                  Ｅ委員（生徒保護者）  欠席 

                  Ｆ委員（地域企業関係者） 

                  Ｇ委員（町内会関係者） 

                  Ｈ委員（福祉施設関係者） 

     学校関係者 10名 校長、副校長１名、事務長、総括教務主任、各学部主事、 

生活指導部長、進路部長、寮務主任、 

 

 

 

 

 

＜会議次第＞ 

１ 開会 

２ 校長挨拶 

３ 出席者自己紹介 

４ 議題 

 ①学校運営協議会組織について 

 ②学校運営協議会設置規程について 

 ③会長・副会長選出 

④学校経営計画について 

⑤本校の教育課題と地域との連携・協働について 

⑥その他 

５ 提言 

６ 閉会 

  

 

 

 



１ 開会 

 

２ 校長挨拶 

  ・辞令配付。今年度８名の委嘱である。 

  ・令和４年度から始まり、設置４年目となる。地域に開かれた学校として、地域の皆様と一緒に

学校づくりを進めていきたい。たくさんのご意見をいただきたい。 

 

３ 出席者自己紹介 

 

４ 議題 

 ①学校運営協議会組織について 

  ・資料のとおり。委員９名と事務局 10名の総勢 19名となっている。→特に異議なし。 

 ②学校運営協議会設置規程について 

  ・資料のとおり。任期は１年。 

 ③会長・副会長選出 

  ・事務局案のとおり、会長にＡ委員様、副会長にＣ委員様が選出。 

 ④学校経営計画について 

  ・資料のとおり説明。 

  ・３つの柱で６つの項目を設けている。星印が令和７年の重点。 

  ・（１）①個性とニーズを見立てて学習につなげていく。研究も３年目で完成年度。 

・（２）③昨年度高等部生徒の満足度が低かった。生徒のとらえ方や特性に応じた働き掛けを丁

寧にしていく。全職員で取り組む。 

  ・（３）③一昨年学校評価で思ったより数字が伸びていなかった。昨年は手ごたえがあったが、 

今年度は重点としている。 

  ・（６）⑤岩手モデルを踏まえ、不適切な指導を根絶する取組を行っていく。 

⑤本校の教育課題と地域との連携・協働について 

 【テーマ１：いじめ防止のために学校ができること、保護者ができること、地域ぐるみでできることは何か】 

   《Ａグループ》 

    ・いじめの件数や解決の困難さについて聞きたい。→小８件、中１件、高３件である。 

    ・いじめが発生したとき小さなことでも大きく対応するとよい。 

    ・地域でできることとして、交流などで活動を見てもらい、知ってもらうことが大切。 

   《Ｂグループ》 

    ・特支のクラスは小規模なので目は届きやすいが、社会に出たときの人との関わり方が分

からない子も多いのではないか。コミュニケーションについての指導が必要。 

    ・スマホのトラブルが増えている。顔が見えない分誤解が生じやすいのでマナー学習が必

要。 

    ・早期の介入が大事。小さな気づきを大切にしたい。 

    ・指導の仕方に気を付ける。集団の前では指導せず、個別に丁寧に行うとよい。 

    ・学校の取組を外に発信することが必要。保護者が何かあったのかと不安にならない程度

で発信するのがよい。 

    ・子どもたちの間に入って気持ちを共有する態度を見せていくことが大事。 

 【テーマ２：今年度、学校と地域が連携・協働してできることはなにか】 



   《Ａグループ》 

    ・地域の夏祭りのときに寄宿舎のナニャドヤラを披露するのはどうか。夏休み中となるが、 

希望を募ってみては。 

    ・11月の秋祭りも販売などできるのではないか。 

    ・来年度侍浜中が統合になるので、その後の交流が心配である。何かしら検討したい。 

    ・学校行事を地域の広報等で発信し、来校していただく。 

   《Ｂグループ》 

    ・職業体験を実習以外でも行っていく。「やませデザイン会議」と協力してはどうか。 

    ・清掃班は素晴らしかった。今後も外部で行ってほしい。 

    ・堀切交流ももっと会話やコミュニケーションできるよう内容を充実させたい。 

    ・福祉まつりなど地域の行事に参加してはどうか。 

 ⑥その他 

  ・特になし。 

 

５ 提言 

【Ｂ委員】学校の取組は素晴らしいと思っている。子どもも地域も人数が減っている。中学校の 

統合もあるので子どもの関わりをどう維持するか。祭りなどで関わっていきたい。 

【Ｃ委員】町民にとっても拓陽は大切な資源である。来たことがない人もつなげて何かできれば 

よいと思う。 

【Ｆ委員】いじめのワードは難しいが、テーマとして取り組んでいることが大切。継続していく 

ことが学校も子どもも守ることになる。 

【Ｄ委員】初めて校内に入った。地域のかかわりが大事になってくるが、これから地域で話題に 

しながら関わっていきたい。 

【Ｈ委員】かなり前に評議員をやらせてもらった。今日も先生と生徒の関わりの雰囲気がよい。 

生徒がやりたいことをやれている。先生方の努力を感じる。引き続き生徒がのびのび 

できる環境を作っていってほしい。 

【Ｇ委員】31年前からお邪魔している。毎年ありがたく思っている。秋まつりの関わりは県知事 

表彰も受けた。子どもも先生も手伝ってもらっている。地域の特性をよく生かせた活 

動だと思う。今後とも協力したい。 

【校 長】本日はいろいろとお話をいただいた。人権擁護と子どもの権利意識を育て、意思決定 

できるよう学校生活を送ることが大切だと思った。皆様の発信力をお借りしていきた 

い。 

 

６ 閉会 

 

※次回 8月 27日（水）開催 

 


